
報告とお礼  炎天下の抗議闘争 
7.23「最古の老朽原発・高浜１号うごかすな！ 緊急集会」（関電本店前、380 人参加） 

7.28「最古の老朽原発・高浜 1 号うごかすな！高浜現地緊急集会」（約 100 人参加） 

岸田政権は「原発依存社会」に向かって暴走 
岸田政権は数を頼んで、原発関連法案を、まともな審議もせ

ずに 5 月末に改悪しました。原発の 60 年超え運転を認め、原発
の運転期間の判断を原発推進の経産省に委ね、原子力の憲法・
原子力基本法に「原発推進を国の責務とする」の一項を加えま
した。「原発依存社会」に向かっての暴走です。 

トラブル、不祥事、約束違反続きの関電が、 
高浜 1 号機を再稼働 

岸田政権のお先棒を担ぐ関電は、運転開始後46年を超えた老
朽原発・美浜3号機を一昨年来稼働させ、7月28日には、48年超
えで最古の原発・高浜1号機を再稼働させました。また、47 年
超えの高浜2号機を9月中旬に再稼働させると発表しています。 

老朽原発再稼働を進める関電は、トラブル、不祥事、約束違
反を頻発させる企業です。去る6月にも、「使用済み核燃料の中
間貯蔵地を本年末までに福井県外に探す」とした約束を果たせ
る見通しが無くなり、切羽詰まった関電は「使用済みMOX燃料
の一部を、電業連が行うMOX燃料再処理実証試験に供するため
に、フランスに搬出するから約束は果たした」としています。
しかし、搬出量は、若狭の原発で保管する使用済み核燃料のわ
ずか5％に過ぎません。関電は、何の成算もなく「空約束」を
し、約束を反故にしても、その口を拭うために、「小手先」の
策を弄した詭弁でさらに人々を欺く企業です。 

現在科学技術で制御できない原発を、無理矢理稼働させよう
とするから、トラブル、不祥事、約束違反が頻発し、人々を欺
かなければならなくなるのです。 

波状的連続闘争で老朽原発再稼働に抗議 
岸田首相や関電がどう願望し、法律をどう変えようとも、経

済的利益や政治的思惑で原発の老朽化を防ぐ技術、安全性を高
める技術、使用済み核燃料の処理・処分技術が急に向上するこ
とはありません。岸田政権の「原発依存社会」への暴走を許し
てはなりません。「原発依存社会」に暴走すれば、過酷事故の
確率が急増します。また、使用済み核燃料が溜り続けますが、
その貯蔵を引き受ける所もありません。 

「原発推進法案」が成立しても、実行させない、老朽原発の
運転を認めない、目に見え、耳に聞こえる闘いが重要です 

「老朽原発うごかすな！実行委員会」は、「原発依存社会へ
の暴走を許さない！」の決意のもと、すでに報告している、3 月
21 日-4 月 2 日、関電本店ー高浜原発 230 キロの「老朽原発う
ごかすな！リレーデモ」（延べ 900 人参加）、4 月 29 日、「関電
よ 老朽原発うごかすな！高浜全国集会」（約 320 人参加）に引
き続き、高浜 1 号機の再稼働直前の 7 月 23 日および再稼働当日
の 7 月 28 日に、下記のような緊急行動に起ちました。 

7.23「最古の老朽原発・高浜 1 号うごかすな！緊急集会」 
７月 23 日、緊急の呼びかけにも拘らず、関電本店前には 380

人が駆け付け、最古の原発・高浜 1 号機の稼働を画策する関電、
原発依存社会に暴走する政府に怒りの抗議行動を展開しました。 
 いつものことながら、集会の主役は各地で闘う人たちでした。
関電に向かってのコールで渾身の抗議を表明した後、老朽原発
再稼働を糾弾し、実行委員会の闘いを紹介する主催者あいさつ、
老朽原発立地からの発言が続きました。若狭町の石地さんは、
「信頼と信用」をないがしろにし、あきんどの風上にも置けな
い関電が、一部の地域に原発の運転を押し付け、未来の人々に
放射性廃棄物を押し付けて、地域間、世代間の公平性、公正性
を踏みにじっていることを協調されました。東海第二原発立地
茨城からは、水戸地裁勝利判決に対する控訴審が始まったこと、
川内原発立地鹿児島からは、20 年延長を問う県民投票の実現を
求める署名活動の盛り上がりに関する熱いメッセージが届けら
れました。名古屋からは、老朽原発 40 年廃炉訴訟弁護団長の北
村弁護士が、名古屋、大阪、福井での訴訟の経緯、「原発訴訟に
は必ず勝てる」という強い確信を語られました。これに、名古
屋から 40 年廃炉訴訟市民の会の発言、四国から伊方原発をとめ
る闘いの報告が続きました。東京の再稼働阻止ネットからも連
帯のメッセージが寄せられました。さらに、闘いを支えるカン
パの要請の後、関西各地の市民団体・「彦根・愛知・犬上原発の 
 

ない社会をつくる会」「バイバイ原発きょうと」「原発ゼロの
会・大阪」「原発をなくし、自然エネルギーを推進する兵庫の会」
「原発ゼロ・被災者支援奈良の集い実行委員会」から、各団体
の脱原発の取り組みの報告と「老朽原発を止めるぞ！原発全廃」
のアピールが続き、労働団体「大阪ユニオンネットワーク」平
和フォーラム関西ブロック」「全労連近畿ブロック」からも「関
電糾弾、脱原発を共に闘う」「原発全廃のために政治を変えよう」
の決意が述べられました。 

集会最後に、『「原発推進法案」が成立しても、実行させない、
老朽原発の運転を認めない闘いを前進させましょう！』との力
強い集会決議（裏面参照）が大きな拍手で承認されました。 

集会は、満腔の怒りを込めたコールで締めくくられました。 
集会後は、猛暑の中、西梅田から梅田まで 1 時間弱のデモ行

進で、「最古の原発・高浜１号うごかすな！」を訴えました。 

7.28「最古の老朽原発・高浜 1 号うごかすな！ 
緊急現地行動」 

 運転開始から 48 年を超えて、国内最古の原発・高浜 1 号機が
12 年ぶりに稼働されました。この関電の暴挙に抗議するため、
遠くは四国から、また、関西、福井からはマイクロバス 3 台、
自家用車などで約 100 名が高浜原発近くの音海展望所に結集さ
れました。正午から、原発北ゲート前までデモ行進し、ゲート
前では、多くの参加者が、思いのたけを関電にぶつけました。 

途中、関電に「老朽原発の稼働を断念し、廃炉に」「核燃料、
化石燃料を使わない発電に切り替えよ」などを申し入れました
（別紙参照）。 

この夏一番の暑さに、倒れる人も出て、何とも悔しく、やる
せない思いの一方、「人類の手に負えず、子々孫々までの負の遺
産・使用済み核燃料を残す原発は、必ず全廃させる！」の確信
に満ちが参加者の怒り行動でした。高浜１号機は、私たちが解
散した直後、午後 3 時に稼働しました。 

なお、この緊急行動は、NHK、福井テレビで放送され、多く
の新聞でも報道されました。 

炎天下の 7.23、7.28 緊急集会に、ご支援、ご参加
を頂きました皆さん、ありがとうございました。 

老朽原発うごかすな！実行委員会（090-1965-7102） 

7.23 緊急行動の記録 
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朝日新聞朝刊 

2023 年 7 月 28 日毎日新聞朝刊 



 

7.23「最古の老朽原発・高浜１号うごかすな！  
緊急集会」集会決議 

原発は、現在科学技術で制御できる装置でないことを、発生
後12年を経た福島原発事故が、大きな犠牲の上に教えています。
その原発が老朽化すれば、危険度が急増することは多くが指摘
するところです。 

それでも、岸田政権は数を頼んで、原発関連法案を、まとも
な審議もせずに 5 月末に改悪しました。原発の 60 年超え運転を
認め、原発の運転期間の判断を原発推進の経産省に委ね、原子
力の憲法・原子力基本法に「原発推進を国の責務とする」の一
項を加えました。「原発依存社会」に向かっての暴走です。な
お、世界にも、60 年を超えて運転した原発はありません。最長
でも 53 年です。地震、火山噴火、津波の多発する日本での 60
年超え運転は、無謀で、福島原発事故の犠牲と教訓を蹂躙する
ものです。 

そもそも、岸田政権の「原発依存社会」への暴走は、福島原
発事故以降の政権が、事故の教訓を生かさず、原発維持にこだ
わり、自然エネルギーへの全面切り替えを怠った結末です。日
本は、太陽光にも、水にも、風にも、地熱にも恵まれています。
先見の明がある政権であったなら、原発に費やされた膨大な税
金や電気料金を、自然エネルギーを利用する電源、大容量の蓄
電法、省エネ機器の開発と普及に回し、今頃、核燃料、化石燃
料など必要のない社会を実現し、世界をリードしていたでしょ
う。 

一方、岸田政権のお先棒を担ぐ関電は、運転開始後 46 年を超
えた老朽原発・美浜 3 号機を稼働させ、48 年超えで日本最古の
原発・高浜 1 号機を 7 月 28 日に、47 年超えの高浜 2 号機を 9
月中旬に再稼働させると発表しています。 

その関電は、トラブル、不祥事、約束違反を頻発させる企業
倫理のかけらも持たない企業です。例えば、関電は、使用済み
核燃料の中間貯蔵候補地探しについて、何の成算も無く「空約
束」を繰り返し、約束を反故にしています。一昨年 2 月にも、
候補地提示期限を「2023 年末まで」と先送りし、「この期限が
守られなければ老朽原発を停止する」としていますが、未だに
候補地を見出していません。切羽詰まった関電は、使用済み
MOX 燃料の一部を、電気事業連合会が行う MOX 燃料再処理実
証試験に供するために、フランスに持ち出すから「約束は果た
した」としていますが、搬出量は、福井県内の原発で保管する
使用済み核燃料のわずか 5％に過ぎません。「小手先」の策を弄
した詭弁としか言いようがありません。 

現在科学技術で制御できない原発を、無理矢理稼働させよう
とするから、トラブル、不祥事、約束違反が頻発し、人々を欺
かなければならなくなるのです。 

岸田政権や関電がどう願望し、法律をどう変えようとも、経
済的利益や政治的思惑で原発の老朽化を防ぐ技術、安全性を高
める技術、使用済み核燃料の処理・処分技術が急に向上するこ
とはありません。 

「原発依存社会」に暴走すれば、過酷事故の確率が急増しま
す。また、使用済み核燃料が溜り続けますが、その貯蔵を引き
受ける所もありません。 

「原発推進法案」が成立しても、実行させない、老朽原発の
運転を認めない闘いを前進させましょう！ 

本日、緊急集会に結集した私たちは、12 月 3 日に 1 万人の結
集を目指して大阪で開催される、起死回生の大闘争を頂点とす
る、目に見え、耳に聞こえる闘いを波状的に成功させ、老朽原

発の完全廃炉を勝ち取り、それを突破口に、原発のない、人の
命と尊厳が大切にされる社会の実現を目指すことを決議します。 

2023 年 7 月 23 日 
「最古の老朽原発・高浜１号うごかすな！ 緊急集会」参加者

一同  

7.28 緊急行動の記録 
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2023 年 7 月 29 日 
毎日新聞朝刊（京都版） 

 

2023 年 7 月 29 日毎日新聞朝刊（福井版） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 28 日、関電への申し入れ 

関西電力株式会社：取締役会長 榊原 定征 様、取締役社長 森 望
様、 原子力事業本部長 水田 仁 様、高浜発電所長 木島 和夫 様 

申し入れ書 

原発は、現在科学技術で制御できる装置でないことを、発生
後12年を経た福島原発事故が、大きな犠牲の上に教えています。
その原発が老朽化すれば、危険度が急増することは多くが指摘
するところです。 
それでも、岸田政権は数を頼んで、原発関連法案を、まともな
審議もせずに 5 月末に改悪しました。原発の 60 年超え運転を
認め、原発の運転期間の判断を原発推進の経産省に委ね、原子

2023 年 7 月 29 日朝日新聞朝刊 

2023 年 7 月 29 日中日新聞朝刊 

2023 年 7 月 29 日福井新聞朝刊 

2023 年 7 月 29 日 
日刊県民福井 

2023 年 7 月
29 日  
しんぶん赤旗 



力の憲法・原子力基本法に「原発推進を国の責務とする」の一
項を加えました。「原発依存社会」に向かっての暴走です。な
お、世界にも、60 年を超えて運転した原発はありません。地
震、火山噴火、津波の多発する日本での 60 年超え運転は、無謀
で、福島原発事故の犠牲と教訓を蹂躙するものです。 

一方、岸田政権の「原発依存社会への暴走」に迎合する貴関
西電力（以後、関電と略）は、運転開始後46年の老朽原発・美
浜3号機を一昨年来稼働させ、運転開始後48年、47年を超えた
日本最古の老朽原発・高浜1、2号機を本日および9月中旬に再
稼働させようとしています。なお、高浜1号機の圧力容器の脆化
は、日本で最も深刻で、脆性遷移温度は99℃に達していると言
われています。緊急時に冷却水を注入したとき、圧力容器が破
裂する可能性があります。 

ところで、高浜原発 1，2 号機の再稼働を進める関電は、稼働
中の高浜原発 3、4 号機で、別紙（注 1）に示したように、トラ
ブルを続発させています。 

トラブルの中でとくに深刻なのは、約 320℃、約 160 気圧の
高温・高圧水が流れる蒸気発生器伝熱管などの 1 次冷却系配管
の損傷の頻発です。1 次冷却系配管が完全破断すれば、原子炉を
冷やす機能が失われ、炉心溶融に至る可能性があるからです。 

1 月 30 日に高浜 4 号機で制御棒が急挿入され、自動停止した
トラブルも深刻です。制御棒は原子炉のブレーキです。ブレー
キの故障は、重大事故につながります。 

一方、関電は、高浜原発 1、2 号機を 6 月から順次再稼働させ
るとして準備を進めていましたが、ケーブル（電線管）の火災
防護対策が不十分であることが明らかになり、5 月 2 日、再稼働
の延期を発表しています。しかし、関電は、電線管に規制基準
に適合した防護措置を講じるには何年もかかるので、抜本的な
対策を施さず、電線管を耐火シートで覆う、電線管の周辺に可
燃物を配置しないなどの応急措置のみで、再稼働を行おうとし
ています。なお、ケーブルの火災防護対策の不備は、高浜 1、2
号機だけではありません。関電は、設計工事計画を無視して、
ケーブルの火災防護対策をしないまま高浜 3、4 号機、大飯 3、
4 号機、美浜 3 号機を運転しています。安全軽視、原発稼働優先
の姿勢です。 

6 月 1 日には、高浜 1 号機で火災検知器 4 基を工事計画とは
異なる位置に設置していた不備も発覚しています。再稼動を目
指して、10 年以上も準備してきたにも拘らず、再稼動直前にな
っての、重ねての不備の発覚です。不備に関する自覚が足りな
いのか、検査・点検の仕方が杜撰なのか? 不備はこれ以外にも多
数あり、発表された不備は氷山の一角かも知れないと疑いたく
なります。 

さらに、関電は、別紙（注2）に示したように、不祥事を繰り
返しています。企業倫理に欠けた関電の経営体質には、目に余
るものがあります。 
 関電の繰り返す約束違反も許されるものではありません、
関電は2017年以来、何度も「使用済み核燃料の中間貯蔵候補地
を福井県外に探す」と明言したにも拘らず、その約束をたびた
び反故にしています。関電は、福井県知事の原発再稼働への同
意を取り付けるために、何の成算も無く「空約束」を繰り返し
てきたのです。2021 年 2 月にも、候補地提示期限を「2023 年
末まで」と先送りし、「この期限が守られなければ老朽原発・
高浜 1、2 号機、美浜 3 号機を停止する」としていますが、未だ
に候補地を見出すことはできていません。関電は、苦肉の策と
して、6 月 12 日、使用済み MOX 燃料の一部を、電気事業連合
会が行う MOX 燃料再処理実証試験に供するために、フランスに
持ち出す計画を明らかにし、「県外に搬出されるという意味で、
中間貯蔵と同等の意義がある」としています。しかし、搬出量
は、福井県内の原発で保管する使用済み核燃料のわずか 5％程度
に過ぎず、また、搬出予定も今すぐでなく、2020 年代の後半で
す。「小手先」の策を弄した詭弁としか言いようがありません。 

このように、関電は、トラブル、不祥事、約束違反を多発さ
せています。現在科学技術で制御できない原発を、無理矢理稼
働させようとするから、装置のトラブルや金品が絡む不祥事が
頻発し、人々を欺かなければならなくなるのです。 

岸田政権や関電がどう願望し、法律をどう変えようとも、経
済的利益や政治的思惑で原発の老朽化を防ぐ技術、安全性を高
める技術、使用済み核燃料の処理・処分技術が急に向上するこ
とはありません。 

原発は、絶対に過酷事故を起こさないと言い切ることは誰に
もできません。もし、過酷事故が起これば、立地自治体だけで
なく、広域の周辺自治体の多くの住民が長期の避難を強いられ
ることは、福島原発事故が実証しています。原発はあってはな
らない装置なのです。 

今、電気は足りています。電力がひっ迫するのは、1 年のう
ちの数日です。それも 1 日の中の数時間です。このような一時
的な電力ひっ迫は、節電によって乗り切れます。このことは昨
年 3 月の地震と寒波に起因する東北、東京エリアでの電力不足、
6 月末から 7 月にかけての猛暑による電力不足を、節電で乗り越
えた実績が証明しています。したがって、放射線被ばくを強い、
子々孫々にまで負の遺産・使用済み核燃料を残す原発を稼働さ
せる必要は全くありません。 

そもそも、岸田政権や関電の「原発依存社会」への暴走は、
福島原発事故以降の政権や電力会社が、事故の教訓を生かさず、
原発維持にこだわり、自然エネルギーへの全面切り替えを怠っ
た結末です。日本は、太陽光にも、水にも、風にも、地熱にも
恵まれています。先見の明がある政権や電力会社であったなら、
原発に費やされた膨大な税金や電気料金を、自然エネルギーを
利用する電源、大容量の蓄電法、省エネ機器の開発と普及に回
し、今頃、核燃料、化石燃料など必要のない社会を実現し、世
界をリードしていたでしょう。 

以上のような視点に立つ私たちは、貴関電も、ドイツ、イタ
リア、台湾と同様に一刻も早く原発と決別し、自然エネルギー
の活用で世界をリードする電力会社へと脱皮されることを期待
し、以下を申し入れます。 
【1】 危険極まりない老朽原発・美浜 3 号機の運転を中止し、

老朽原発・高浜 1、2 号機の再稼働、高浜原発 3、4 号機
の 40 年超え運転を断念し、これらの原発の即時廃炉を決
定してください。 

【2】 原発を動かせば、行き場がなく、子々孫々にまで負の遺
産となる使用済み核燃料が増加します。貴関電の有する
全ての原発を停止し、安全な廃炉を進めてください。 

【3】 一刻も早く原発と決別し、核燃料、化石燃料を使わない
発電に転換してください。公益事業体として、環境の保
全と人類の明るい未来のために、自然エネルギーによる
発電法、大容量蓄電法、省エネ技術の開発と普及に努め
てください。 

なお、貴職らが、圧倒的な「老朽原発うごかすな！」の民意
を蹂躙して老朽原発を稼働させ、重大事故が起こった場合、そ
れは貴職らの故意による犯罪であり、許されるものではないこ
とを申し添えます。 

2023 年７月 28 日         

「最古の老朽原発・高浜 1 号うごかすな！ 高浜緊急行動」 
参加者一同 （連絡先；木原壯林：090-1965-7102） 

 

「原発推進法」が成立しても、実行させない、 
老朽原発の運転を認めない闘いの前進を！ 
「老朽原宇うごかすな！実行委員会」は、以下の行動を 

呼びかけています。皆様の、ご支援、ご参加をお願いします。 

【1】8.13「放射能汚染水流すな！」京都行動 
 ◉日時；8月13日（日）16:30 ◉集合場所（ミニ集会）；東塩 
小路公園（JR京都駅西、「キャンパスプラザ京都」前） 
◉デモ行進コース（予定）；東塩小路公園→関電京都支社前→ 
烏丸塩小路→四条烏丸→四条河原町→京都市役所 

この行動には、「汚染水流すな！」を訴えて、ソウルから東京・

国会議事堂まで、1600 km を行脚（韓日市民徒歩行進）されてい

る李元栄（イ･ウォニョン）前水原大学教授も参加されます。 

【2】「一食（いちじき）断食」運動 
  「一食断食」して、少しひもじい思いをしなが、原発利用の理 
不尽、福島原発事故の悲惨さ、子々孫々に負の遺産・使用済み 
核燃料、核廃棄物を残すことの罪深さ、などなどに思いをいた
し、「原発依存社会への暴走」に抗議する運動。 

  9月1日（金、10:00～16:00）には、関電本店（大阪）前 
で、数百人による「一斉一食断食行動」を実施します。 

【3】12.3「とめよう！原発依存社会への暴走  
1万人集会 -うごかすな老朽原発-」（大阪市内） 

     原発推進関連法は、先の通常国会で成立しましたが、実行す 
 るには、関連の法体系の整備が必要です。また、法をどのよ 
 うに解釈・運用するかは反原発の行動との攻防によって決ま 
 ります。 

 起死回生の大闘争によって、「原発推進関連法」を空洞化 
し、原発のない、人の命と尊厳が大切にされる社会を実現し 
ましょう！ 


